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１．19年  9月中間期の連結業績（平成 19年 4月 1日 ～ 平成 19年 9月 30日）
(1)連結経営成績 （％表示は対前年中間期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年 9月中間期

18年 9月中間期

19年 3月期

円 銭 円 銭

19年 9月中間期

18年 9月中間期

19年 3月期

（参考）　持分法投資損益 19年9月中間期 － 百万円 18年9月中間期 － 百万円 19年3月期 － 百万円

(2)連結財政状態

百万円 百万円 ％ 円 銭

19年 9月中間期

18年 9月中間期

19年 3月期

（参考）　自己資本 19年9月中間期 百万円 18年9月中間期 百万円 19年3月期 61,384百万円

(3)連結キャッシュ・フローの状況

百万円 百万円 百万円 百万円

19年 9月中間期

18年 9月中間期

19年 3月期

２．配当の状況

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通   　期

131,833

１株当たり中間
（当期）純利益

潜在株式調整後1株当たり

中間（当期）純利益

40.98

自己資本比率総　資　産

31.66
―70.72

44.7
60,446
64,209

△ 1,043

62,201 41.3
45.3

63,361

投資活動による

59,732

2,039
1,540

10,267
12,342

１株当たり純資産

期　末　残　高
現金及び現金同等物

1,233.52
1,200.25
1,273.32

86.414,300 23.7

14.00

20.00

（％表示は対前期増減率）

当期純利益

24.7

（百万円未満切捨て）

純　資　産

3,476 ―
93.8

―
―

営業利益

32.4

7,899

141,789

148,797

△ 2,129

営業活動による
キャッシュ・フロー

△ 9238,095

キャッシュ・フロー

4,963

△ 7,360 8,602

キャッシュ・フロー
財務活動による

△ 7,033
△ 303
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４．その他
（１） 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２） 中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
（中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更に記載されるもの）
①　会計基準等の改正に伴う変更
②　①以外の変更
[（注）詳細は、18ページ「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」をご覧ください。]

（３）発行済株式数（普通株式）
①期末発行済株式数（自己株式を含む） 19年9月中間期 49,773,807株 18年9月中間期 49,773,807株 19年3月期 49,773,807株   

②期末自己株式数 19年9月中間期 13,468株 18年9月中間期 6,578株 19年3月期 10,255株   

（参考）個別業績の概要

１．19年 9月中間期の個別業績 （平成19年4月1日～平成19年9月30日）
（１）個別経営成績 （％表示は対前年中間期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年 9月中間期

18年 9月中間期

19年 3月期

円 銭

19年 9月中間期

18年 9月中間期

19年 3月期

（２）個別財政状態

百万円 百万円 ％ 円 銭

19年 9月中間期

18年 9月中間期

19年 3月期

（参考）　自己資本 19年9月中間期 61,789 百万円 18年9月中間期 57,557 百万円 19年3月期 59,076 百万円

２．20年 3月期の個別業績予想 （平成19年4月1日～平成20年3月31日）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通   　期

１株当たり

（注）１株当たり中間（当期）純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、32ページ「１株当たり情報」をご覧ください。

5,500 86.8 110.53248,800 31.3 10,300 156.4 10,100

46.7

１株当たり
当期純利益

57,557
1,187.15

営業利益

（％表示は対前期増減率）

総　資　産

113.2

1,831 1,897
― 4,016 ― 4,736

経常利益 当期純利益売　上　高

46.7

1,241.75

中間（当期）純利益経常利益

56.5
192.3

1.8
136.3

1,027
3,0034,482

営業利益売　上　高

84,703
107,162 4,419

△ 2.7
141.3

0.2
26.5

無

無
有

126,382 59,076

１株当たり純資産自己資本比率

51.3 1,156.53112,102
132,418 61,789

純　資　産

2,945 ―

59.90

１株当たり中間

189,498 ―

（当期）純利益

60.36
21.12

  （注）    本資料に記載されている業績予想につきましては、将来の予測であり、確定的な事実に基づかないために
　　　　　リスクや不確定要因を含んでおります。
           実際の業績は、様々な要因の変化により記載の見通しとは大きく異なる結果となりうることをご承知おき願
           います。
           実際の業績に影響を与えうる重要な要因は、当社グループの事業を取り巻く経済情勢、社会的動向、当社
           グループの提供するシステムやサービスに対する需要動向や競争激化による価格下落圧力、市場対応能
           力などであります。
           なお、業績に影響を与える要因はこれらに限定するものではありません。
           また、業績の予想の前提となる仮定等については、3ページ「１.経営成績 (1)経営成績に関する分析」をご
           覧ください。
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1.経 営 成 績 
(1) 経営成績に関する分析 

①  当中間期の経営成績 

当中間期（平成 19 年 4 月 1 日～平成 19 年 9 月 30 日）におけるわが国経済は、原油および原材料価

格の高騰のほか、米国サブプライムローン問題による金融不安が内外経済に与える影響が懸念されたも

のの、企業収益の改善や新卒採用の増加も含めた雇用環境の改善など、国内景気は緩やかな回復基調で

推移いたしました。 

 

当社グループをとりまく事業環境は、企業においては、情報の戦略的かつ効果的な活用を目的とした

新たなネットワークシステムの導入が進展したほか、情報漏洩対策のセキュリティシステムや日本版Ｓ

ＯＸ法に伴う内部統制強化を目的としたシステムの導入が進むなど、ネットワーク関連投資が堅調に推

移いたしました。一方、通信業では、当社の主なお客様であるＮＣＣ系通信事業者では、加入者増加を

背景に、サービス拡充を目的とした投資が継続しております。また、次世代ネットワーク（NGN：Next 

Generation Network）についても実証実験（トライアル）が行われ、商用化に向けた準備が整いつつあ

ります。 

 

このような事業環境のなかで、当社グループは、マーケット拡大に向けた市場対応力の強化ならびに

事業体質の強化を図ってまいりました。 

当社は、連結子会社であるＮＥＣテレネットワークス株式会社を４月に合併したことにより、ネット

ワーク事業分野におけるワンストップサービス体制をさらに強化するとともに、ＮＧＮ時代に向けての

より強靭な体制を確立いたしました。 

当社グループでは、事業拡大施策として、企業向けでは、お客様のニーズを踏まえたソリューション

メニューやサービスメニューの企画・開発力の強化を図ってまいりました。上半期には、ＩＣＴ※1 の

利活用によりお客様の企業力アップを実現する「ＥｍｐｏｗｅｒｅｄＯｆｆｉｃｅ（エンパワードオフ

ィス）※2」を事業化するとともに、お客様が実際に体感できる「ＥｍｐｏｗｅｒｅｄＯｆｆｉｃｅ Ｃ

ｅｎｔｅｒ」を本社ビルに開設するなど、中堅企業を中心としたマーケット対応力強化および体制整備

について積極的に取り組んでまいりました。また、通信業向けでは、ＮＧＮ実証実験（トライアル）へ

の参画に加え、新サービスに対応する技術力習得に向けた教育体制の整備、拡充などを実施し、ＮＧＮ

への対応力強化に取り組んでおります。 

 

当中間連結会計期間の業績につきましては、連結受注高は1,281億 70百万円（前年同期比1.9％増）、

連結売上高は 1,173 億 97 百万円（前年同期比 2.4％増）となりました。これは、ＮＥＣテレネットワ

ークス株式会社との経営統合による事業基盤強化により、企業および官公庁向けサポートサービスが好

調であったことに加え、通信業向けでは、ＮＧＮ関連のシステム構築および開発支援等が増加したこと

によるものであります。さらに、地方自治体や放送事業者、電力会社向けの通信設備工事が増加したこ

とや、海外において大型案件の影響があったことなどによるものであります。 

収益面につきましては、売上高の増加に加え、トータルコスト改革活動の成果として、後戻り工数の

削減などの原価低減が図られ原価率が改善したことにより、連結営業利益は、42 億 30 百万円（前年同

期比 40.5％増）となり、連結経常利益につきましても 42 億 33 百万円（前年同期比 42.5％増）となり

ました。連結中間純利益は、20 億 39 百万円（前年同期比 32.4％増）となりました。 

 

事業の種類別セグメントにつきましては以下のとおりであります。 

 
〔ネットワークインテグレーション・サポートサービス事業（ＮＩ・ＳＳ事業）〕 

当中間連結会計期間の受注高は 834 億 28 百万円（前年同期比 3.7％増）、売上高は 759 億 93 百万円

（前年同期比 3.9％増）となりました。この主な要因は、ネットワークインテグレーション分野では、

トライアル段階から参画したＮＧＮ関連において、商用化に向けたシステム構築および開発支援が増加

するとともに、官公庁向け新規ネットワークシステム構築が増加したこと、サポートサービス分野にお

いては、企業および官公庁向けのネットワークシステム運用やアウトソーシングサービスなどのサポー

トサービスが増加したこと、などによるものであります。 

 



 
 

ＮＥＣネッツエスアイ㈱（1973） 平成 20年 3月期 中間決算短信 

－4－ 

 
〔通信工事事業〕 

当中間連結会計期間の受注高は 344 億 59 百万円（前年同期比 5.2％増）、売上高は 306 億 26 百万円

（前年同期比 1.8％増）となりました。この主な要因は、移動体基地局工事は減少したものの、地方自

治体向けの地域公共ネットワーク関連が堅調であったこと、地上デジタル放送やＣＡＴＶに関する放送

設備工事や電力会社向けの通信設備工事が増加したことに加え、海外では、プラント通信設備に関する

大型受注があったことなどにより、通信工事事業全体で増加したためであります。 

 

〔機器等販売事業〕 

当中間連結会計期間の受注高は 102 億 83 百万円（前年同期比 17.9％減）、売上高は 107 億 77 百万円

（前年同期比 5.7％減）となりました。この主な要因は、当社の強みであるシステムインテグレーショ

ン力が発揮できるネットワークインテグレーション・サポートサービス事業にリソースを集中したため、

システムインテグレーションを伴わない機器単体での取引が減少したものであります。 

 

 
＜事業の種類別セグメントの主な内容＞ 

区分 主な内容 

ﾈｯﾄﾜｰｸｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ・   
ｻﾎﾟｰﾄｻｰﾋﾞｽ事業 

顧客の経営効率化や競争力強化のためのネットワーク
システムに関する企画・コンサルティング、ソフトウェ
ア開発、構築、運用・保守、アウトソーシングサービス
および当社開発製品・機器等の提供 

通信工事事業 ネットワークインフラ工事および電気・空調設備工事 

機器等販売事業 情報通信機器等の販売 

 

②  当期の見通し 

    （ｲ）全般的な見通し 

今後の見通しにつきましては、わが国経済は引き続き緩やかな回復基調が継続するものと思われます

が、先行きにつきましては、米国経済の動向、原油および原材料価格高騰の影響が懸念されます。 

当社グループの事業領域においては、企業では、上半期同様、堅調なネットワーク関連投資が継続す

る見通しであります。通信業では、設備投資総額は横ばいとなる見通しであるものの、ＮＣＣ系事業者

においては、より大容量かつ高品質なネットワークサービス提供によるシェア拡大への取組みを積極化

するなど設備投資が増加する傾向にあります。 

このような事業環境に対応すべく当社グループといたしましては、上半期に引き続き、マーケット拡

大および事業体質強化に取り組んでまいります。事業体質の強化につきましては、4月に行ったＮＥＣ

テレネットワークス株式会社の経営統合に引き続き、10 月にさらなる基盤強化と事業の効率化を目的

とした組織改革を実施いたしました。組織改革の主な内容は、①通信キャリア市場および社会インフラ

市場向け事業体制の再編、②ＮＧＮ事業体制の強化、③企業向けストックビジネスの事業体制強化、④

ストックビジネスのサービスプラットフォーム統合、であります。この組織改革により、ネットワーク

システムインテグレータとして、お客様ニーズに見合ったハイクオリティなサービスを、スピード感を

持ってお客様にご提供できるよう事業基盤を強化いたしました。 

マーケット拡大につきましては、営業力強化に向け、下半期に本社営業部門オフィスに「Ｅｍｐｏｗ

ｅｒｅｄＯｆｆｉｃｅ」システムを導入し営業効率の向上を図るとともに、モデルオフィス化すること

で、より実践的な提案活動が行えるオフィス環境を整備いたします。 

これに加えて、企業向けでは、中堅企業向けマーケット拡大に向けた取組みを強化してまいります。

当社の強みであるネットワーク／ＩＴ技術力、全国サポートサービス対応力に、豊富なオフィス設備工

事の経験を生かし、お客様にとって魅力ある新しいオフィスソリューションメニューの開発および事業

化を一層強化いたします。 

また、通信業向けでは、より高度なシステムインテグレーション領域への事業拡大に向けて、ＮＧＮ

をはじめとした新技術に関するノウハウの蓄積を図るとともに、システム構築や運用面で高度なスキル 
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を有するエンジニアを早期に育成し、人的資源の大幅な増強を行ってまいります。具体的な対応策とし

て下半期には、本社ビル内に通信事業者と同クラスの高度なネットワーク設備を構築し仮想的なＮＧＮ

環境下でシステム試験および教育・訓練を行う施設を新設するなど、ＮＧＮ時代のネットワークシステ

ムインテグレータとして確固たるポジションを確立すべく、通信業向けマーケットでの対応力の強化を

行ってまいります。 

これらマーケット拡大、事業体質強化への取組みに加え、上半期に成果を挙げた後戻り工数の削減な

どのプロセス改革を引き続き強力に実行するとともに、マネジメント力強化による経営効率向上等によ

り更なる収益力の強化を図ってまいります。併せて品質、ＣＳ※3 などお客様満足向上に関する取組み

についても、当社グループを挙げて実行してまいります。 

 

なお、当期の連結業績見通しにつきましては、以下のように予想しております。 

当期の業績見通し作成の前提となる為替レートは、通期の期中平均で 115 円／米ドル、150 円／ユー

ロを想定しております。 

 

受 注 高 

売 上 高 

営 業 利 益 

経 常 利 益 

当 期 純 利 益 

2,750 億円

2,700 億円

100 億円

98 億円

43 億円

（前期比  8.4%増）

 （前期比  6.0%増）

 （前期比 27.4%増）

 （前期比 24.7%増）

 （前期比 23.7%増）

 

中期的な目標といたしましては、「平成 19 年 3 月期 決算短信」（平成 19 年 5 月 15 日開示）にて開

示いたしましたとおり、2009 年度（平成 22 年 3 月期）には、売上高 3,000 億円、営業利益 115 億円を

目指してまいります。 

中期目標達成に向けた 2007 年度（平成 20 年 3 月期）の進捗につきましては、売上高は計画通り、営

業利益については計画を上回る見通しであるなど、ほぼ予定通りに進捗しております。今後も目標達成

に向け全社を挙げて努力してまいります。 

 

 

（ﾛ）セグメント別の見通し 

〔ネットワークインテグレーション・サポートサービス事業（ＮＩ・ＳＳ事業）〕 

上記の通信事業者向け、企業向けの事業体制強化により、ＮＧＮを含めた通信事業者向けネット

ワークシステム構築や、企業向けネットワークやセキュリティシステム構築、それに伴うサポート

サービスが引き続き増加すると見込まれます。このことから、ＮＩ・ＳＳ事業の通期の連結業績見

通しは、受注高 1,825 億円（前期比 10.9％増）、売上高 1,775 億円（前期比 9.9％増）を予想して

おります。 

〔通信工事事業〕 

地方自治体向けの地域公共ネットワーク関連や通信事業者向けの通信設備構築は堅調に推移す

ることが見込まれることから、通信工事事業の通期の連結業績見通しは、受注高 675 億円（前期

比 3.5％増）、売上高 675 億円（前期比 0.6％増）を予想しております。 

〔機器等販売事業〕 

システムインテグレーションを伴わない機器単体での取引が前期並みの水準となる見込みであ

ることから、機器等販売事業の通期の連結業績見通しは、受注高 250 億円（前期比 5.3％増）、売

上高 250 億円（前期比 4.2％減）を予想しております。 

 

※1  ＩＣＴ：Information and Communication Technology（情報通信技術）の略。 

 

※2  ＥｍｐｏｗｅｒｅｄＯｆｆｉｃｅ（エンパワードオフィス）： 

オフィスワークに関わる３つの要素（コミュニケーション、インフォメーション、ファシリティ）を

効果的に使いこなし、オフィスにおける業務プロセスの革新とオフィス環境の刷新、社員一人一人の

増力化（empowered）を図り、企業力アップを実現するソリューション。 

中堅企業オフィス向けに提案から構築、運用保守、アウトソーシングまでオールインワンで対応。 
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※3 ＣＳ 

Customer Satisfaction（お客様満足）の略。お客様の満足を第一に、商品やサービスのあり方を追求

すること。 

 

 

（2）財政状態に関する分析 

①資産、負債および純資産の状況 

（資産） 

 流動資産は、前中間連結会計期間末に比べ 113 億 39 百万円の増加となりました。この主な要因は、受

取手形及び売掛金が 88 億 41 百万円増加したことなどによるものであります。 

 固定資産は、前中間連結会計期間末に比べ 13 億 84 百万円の減少となりました。 

 この結果、総資産は、前中間連結会計期間末に比べ 99 億 55 百万円の増加となりました。 

 

（負債） 

 流動負債は、前中間連結会計期間末に比べ 71 億 38 百万円の増加となりました。この主な要因は、支払

手形及び買掛金が 61 億 23 百万円増加したことなどによるものであります。 

 固定負債は、前中間連結会計期間末に比べ 9億 45 百万円の減少となりました。 

 この結果、負債合計は前中間連結会計期間末に比べ 61 億 92 百万円の増加となりました。 

 なお、有利子負債残高はほぼ前年同期並みの 55 億 82 百万円となりました。 

  

（純資産） 

 純資産は、前中間連結会計期間末に比べ 37 億 62 百万円の増加となりました。この主な要因は、利益剰

余金が 32 億 79 百万円増加したことなどによるものであります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、投資活動によるキャ

ッシュ・フローおよび財務活動によるキャッシュ・フローが減少したものの、営業活動によるキャッシュ・

フローの増加により、前連結会計年度末に比べ 37 億 39 百万円増加し、123 億 42 百万円となりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当中間連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務が減少したものの、売上

債権の減少などにより、49 億 63 百万円の資金の増加となりました。前中間連結会計期間が 80 億 95 百万

円の増加であったことに比べて、31 億 31 百万円の減少となりました。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当中間連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産ならびに無形固定資

産の取得による支出などにより、10 億 43 百万円の資金の減少となりました。前中間連結会計期間が 9億

23 百万円の減少であったことに比べて、1億 19 百万円の減少となりました。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当中間連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払などにより 3 億 3

百万円の資金の減少となりました。前中間連結会計期間が短期借入金の返済による減少などにより、70

億 33 百万円の減少であったことに比べて、67 億 29 百万円の増加となりました。 

 

なお、利益配当金につきましては、前年同期に比べ 53 百万円増加し、3億 44 百万円の支払を行ってお

ります。 
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（3）利益配分に関する基本方針および当期の配当 

当社は、株主利益の向上を重要事項と位置付けております。経営基盤の強化、財務体質の充実、収益

力の向上に努めるとともに、企業価値を高めることによって、株主の皆様への利益還元を図ってまいり

たいと考えております。配当につきましては、連結業績、投資動向等を総合的に勘案し、株主の皆様の

期待に応えるべく、適正な利益配分を行っていく方針であります。 

内部留保資金につきましては、今後のネットワーク関連市場の進展を考慮し、競争力の強化と新分野、

成長分野への戦略的投資に向けることを基本といたしております。 

なお、当中間期の配当および当期末の配当（予想）は以下のとおりであります。 

 

 １株当たり配当金（円） 

 中間期末 期末 年間 

平成 19 年 3 月期 7.00 7.00 14.00

平成 20 年 3 月期（予想） 10.00 10.00 20.00

 

【財務指標の推移】   

  平成 16年度中間 平成 17 年度中間 平成 18 年度中間 平成 19 年度中間

自己資本比率（％） 47.2% 42.3% 45.3% 44.7%

債務償還年数（年） 2.2 1.0 0.3 0.6

ｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵ 42.2 119.3 265.6 103.1

     

自己資本比率：自己資本/総資産 

債務償還年数：有利子負債/営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー/利払い 

※各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。  

※営業キャッシュ・フローは中間連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フロ

ーを使用しております。有利子負債は中間連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払

っている全ての負債を対象としております。 
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2.企業集団の状況 
企業集団の概況 

当社の企業集団は、平成 19 年 9 月末現在、当社および連結子会社 12 社で構成しております。 
当社グループは、システムインテグレーターとして、主要な事業領域であるネットワーク関連分野を

中心としたトータルシステムの企画・コンサルティング、設計、構築、保守、ネットワーク運用・監視、
アウトソーシングサービスの提供ならびにネットワークコミュニケーション機器等の製造・販売を展開
しております。 

 

 

      

  

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 
 
※1： ネッツエスアイ東洋株式会社は平成 19 年 7 月 2日付けで商号変更いたしました。 

（旧商号：東洋ネットワークシステムズ株式会社） 
 
※2： TNSi Europe GmbH は平成 19 年 8 月 22 日付けで商号変更いたしました。 

（旧商号：TNS Europe GmbH） 
 
※3：ＮＥＣテレネットワークス株式会社につきましては、平成 19 年 4 月 1日に吸収合併したことに伴い、

当連結会計年度より連結の範囲から除外しております。 
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連結子会社

各種サービス

の提供

各種サービス

の提供

＜国内＞

㈱ネシックアセレント

＜海外＞

NESIC (Thailand) Ltd. ／タイ王国

NESIC PHILIPPINES,INC. ／フィリピン共和国

P.T.NESIC BUKAKA ／インドネシア共和国

Networks & System Integration
Saudi Arabia Co. Ltd. ／サウジアラビア王国

＜国内＞

ネッツエスアイ東洋㈱ ※1

トーヨーアルファネット㈱
（ネッツエスアイ東洋㈱の保守子会社）

NECネッツエスアイ・エンジニアリング㈱

NECネッツエスアイ・サービス㈱

＜海外＞

NESIC BRASIL S/A ／ブラジル連邦共和国

耐希克 (广州) 有限公司 ／中華人民共和国

TNSi Europe GmbH ／ドイツ連邦共和国 ※2
（ネッツエスアイ東洋㈱の販売子会社）
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3.経 営 方 針 
(1)会社の経営の基本方針 

(2)目標とする経営指標 

(3)中長期的な会社の経営戦略 

(4)会社の対処すべき課題 

以上の項目につきましては、「平成 19 年 3 月期 決算短信」（平成 19 年 5 月 15 日開示）により開示を行っ

た内容から重要な変更がないため開示を省略します。 

 なお、「(2)目標とする経営指標」に関する達成状況につきましては、「1.経営成績 (1)経営成績に関する分

析②当期の見通し（ｲ）全般的な見通し」に記載しております。 

 

 当該決算短信は、次のＵＲＬからご覧頂くことができます。 

 

 （当社ホームページ） 

   http://www.nesic.co.jp/ir/pdf/20070515t.pdf 

 （東京証券取引所ホームページ（上場会社情報検索ページ）） 

   http://www.tse.or.jp/listing/compsearch/index.html 
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4.中間連結財務諸表 
(1)中間連結貸借対照表 

    

                                       （単位：百万円） 

前中間連結会計期間末          

（平成 18 年 9 月 30 日） 

当中間連結会計期間末          

（平成 19 年 9 月 30 日） 

前 連 結 会 計 年 度          

要約連結貸借対照表 

（平成 19 年 3 月 31 日） 

期  別 
 

科  目 金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 構成比 

（ 資 産 の 部 ）           ％ ％ ％

Ⅰ 流 動 資 産           107,062 81.2 118,402 83.5 125,498 84.3

現 金 及 び 預 金           10,276 12,342  8,602

受取手形及び売掛金           72,395 81,237  95,353

た な 卸 資 産           19,737 17,920  15,090

そ の 他           6,147 7,179  6,652

貸 倒 引 当 金           △ 1,494 △  278  △  200

  

Ⅱ 固 定 資 産           24,771 18.8 23,386 16.5 23,298 15.7

有 形 固 定 資 産           8,154 8,260  8,260

建 物          3,293 3,386  3,353

そ の 他          4,860 4,873  4,906

  

無 形 固 定 資 産           3,939 3,642  3,758

  

投 資 そ の 他 の 資 産           12,677 11,483  11,279

繰 延 税 金 資 産          7,910 7,160  6,549

そ の 他          4,892 4,470  4,855

貸 倒 引 当 金          △   124 △  146  △  125

  

資 産 合 計           131,833 100.0 141,789 100.0 148,797 100.0

（ 負 債 の 部 ）            

Ⅰ 流 動 負 債 49,600 37.6 56,738 40.0 65,173 43.8

支払手形及び買掛金           33,961 40,085  48,333

短 期 借 入 金           500 582  531

前 受 金           4,566 3,387  3,451

受 注 損 失 引 当 金           160 483  183

そ の 他           10,411 12,199  12,673

  

Ⅱ 固 定 負 債 21,787 16.5 20,841 14.7 21,422 14.4

長 期 借 入 金           5,000 5,000  5,000

退 職 給 付 引 当 金           16,693 15,711  16,300

役員退職慰労引当金           60 46  95

そ の 他           32 83  25

  

負 債 合 計           71,387 54.1 77,580 54.7 86,596 58.2
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                          （単位：百万円） 

前中間連結会計期間末          

（平成 18 年 9 月 30 日） 

当中間連結会計期間末          

（平成 19 年 9 月 30 日） 

前 連 結 会 計 年 度          

要約連結貸借対照表 

（平成 19 年 3 月 31 日） 

期  別 
 

科  目 金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 構成比 

（ 純 資 産 の 部 ）            ％ ％ ％

Ⅰ 株 主 資 本           60,109 45.6 63,379 44.7 61,692 41.5

 資 本 金            13,122 13,122  13,122

 資 本 剰 余 金            16,650 16,650  16,650

 利 益 剰 余 金            30,343 33,622  31,931

 自 己 株 式            △  6 △  15  △  11

  

Ⅱ 評 価 ・ 換 算 差 額 等           △ 376 △  0.3 △  18 △  0.0 △ 308 △  0.2

その他有価証券評価差額金           66 17  △  14

 繰 延 ヘ ッ ジ 損 益            △  74 △   6  △  40

為 替 換 算 調 整 勘 定            △   368 △  29  △ 253

  

Ⅲ 少 数 株 主 持 分           713 0.6 847 0.6 816 0.5

純 資 産 合 計           60,446 45.9 64,209 45.3 62,201 41.8

負 債 純 資 産 合 計           131,833 100.0 141,789 100.0 148,797 100.0
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(2)中間連結損益計算書 

 

（単位：百万円） 

前中間連結会計期間          

自 平成18年4月 1日
至 平成18年9月30日

 

当中間連結会計期間          

自 平成19年4月 1日
至 平成19年9月30日

 

前 連 結 会 計 年 度          

要約連結損益計算書 

自 平成18年4月 1日
至 平成19年3月31日

 

期  別 

 

 

科  目 金  額 百分比 金  額 百分比 金  額 百分比 

 ％ ％ ％

Ⅰ 売 上 高           114,639 100.0 117,397 100.0 254,641 100.0

Ⅱ 売 上 原 価           99,660 86.9 101,253 86.2 221,379 86.9

売 上 総 利 益 14,978 13.1 16,143 13.8 33,262 13.1

Ⅲ 販売費及び一般管理費 11,967 10.5 11,913 10.2 25,413 10.0

営 業 利 益 3,011 2.6 4,230 3.6 7,849 3.1

Ⅳ 営 業 外 収 益           278 0.2 387 0.3 683 0.3

受 取 利 息 13 12  26

受 取 保 険 配 当 金 63 111  63

そ の 他 201 262  593

Ⅴ 営 業 外 費 用           320 0.2 384 0.3 672 0.3

支 払 利 息 33 48  74

為 替 差 損 44 85  ―

た な 卸 資 産 評 価 損 74 63  77

投資有価証券評価損 48 62  48

そ の 他 119 124  472

経 常 利 益 2,969 2.6 4,233 3.6 7,860 3.1

Ⅵ 特 別 損 失           ― ― 238 0.2 586 0.2

子会社事業整理損失 ― 238  586

税金等調整前中間(当期)純利益 2,969 2.6 3,995 3.4 7,273 2.9

法人税、住民税及び事業税 1,411 1.3 2,788 2.4 3,784 1.5

法 人 税 等 調 整 額 2 0.0  △ 804 △ 0.7   △ 29 △ 0.0

少数株主利益または 

少 数 株 主 損 失 ( △ ) 
15 0.0  △  28 △ 0.0 41 0.0

中間（当期）純利益 1,540 1.3 2,039 1.7 3,476 1.4
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(3)中間連結株主資本等変動計算書 

 

 

   前中間連結会計期間（自 平成 18 年 4 月 1日 至 平成 18 年 9 月 30 日）          （単位：百万円） 

株主資本 
項  目 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成 18 年 3月 31 日残高 13,122 12,622 29,413 △ 920 54,238

中間連結会計期間中の変動額   

 株式交換による変動額 3,779 916 4,695

 剰余金の配当 △ 293  △ 293

 役員賞与 △  68  △  68

 中間純利益 1,540  1,540

 自己株式の取得 △   3 △   3

 自己株式の処分   0 0   0

その他資本剰余金から 

繰越利益剰余金への振替 
248 △ 248  ―

 株主資本以外の項目の 

中間連結会計期間中の変動額(純額)
 ―

中間連結会計期間中の変動額合計 ― 4,027 930 913 5,871

平成 18 年 9月 30 日残高 13,122 16,650 30,343 △   6 60,109

 

 

 

評価・換算差額等 

項  目 
その他 

有価証券 

評価差額金 

繰延ヘッジ

損益 

為替換算 

調整勘定 

評価・換算

差額等合計 

少数株主持分 純資産合計

平成 18 年 3月 31 日残高 150 ― △ 370 △ 220 608 54,625

中間連結会計期間中の変動額    

 株式交換による変動額  ―  4,695

 剰余金の配当  ―  △ 293

 役員賞与  ―  △  68

 中間純利益  ―  1,540

 自己株式の取得  ―  △  3

 自己株式の処分  ―    0

その他資本剰余金から 

繰越利益剰余金への振替 
 ―  ―

 株主資本以外の項目の 

中間連結会計期間中の変動額(純額)
△ 83 △ 74 1 △ 156 104 △  51

中間連結会計期間中の変動額合計 △ 83 △ 74 1 △ 156 104 5,820

平成 18 年 9月 30 日残高 66 △ 74 △ 368 △ 376 713 60,446
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   当中間連結会計期間（自 平成 19 年 4 月 1日 至 平成 19 年 9 月 30 日）          （単位：百万円） 

株主資本 
項  目 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成 19 年 3月 31 日残高 13,122 16,650 31,931 △   11 61,692

中間連結会計期間中の変動額   

 剰余金の配当 △ 348  △ 348

 中間純利益 2,039  2,039

 自己株式の取得 △   4 △   4

 自己株式の処分   0 0 0

 株主資本以外の項目の 

中間連結会計期間中の変動額(純額)
 ―

中間連結会計期間中の変動額合計 ― 0 1,691 △   4 1,686

平成 19 年 9月 30 日残高 13,122 16,650 33,622 △   15 63,379

 

 

 

評価・換算差額等 

項  目 
その他 

有価証券 

評価差額金 

繰延ヘッジ

損益 

為替換算 

調整勘定 

評価・換算

差額等合計 

少数株主持分 純資産合計

平成 19 年 3月 31 日残高 △  14 △ 40 △ 253 △ 308 816 62,201

中間連結会計期間中の変動額    

 剰余金の配当  ―  △ 348

 中間純利益  ―  2,039

 自己株式の取得  ―  △   4

 自己株式の処分  ―  0

 株主資本以外の項目の 

中間連結会計期間中の変動額(純額)
31 33 224 289 31 320

中間連結会計期間中の変動額合計 31 33 224 289 31 2,007

平成 19 年 9月 30 日残高 17 △  6 △  29 △  18 847 64,209
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   前連結会計年度の連結株主資本等変動計算書（自 平成 18 年 4 月 1日 至 平成 19 年 3 月 31 日）（単位：百万円） 

株主資本 
項  目 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成 18 年 3月 31 日残高 13,122 12,622 29,413 △ 920 54,238

連結会計年度中の変動額   

 株式交換による変動額 3,779 916 4,695

 剰余金の配当 △ 642  △ 642

 役員賞与 △  68  △  68

 当期純利益 3,476  3,476

 自己株式の取得 △   8 △   8

 自己株式の処分   0 0   0

その他資本剰余金から 

繰越利益剰余金への振替 
248 △ 248  ―

 株主資本以外の項目の 

連結会計年度中の変動額(純額) 
 ―

連結会計年度中の変動額合計 ― 4,027 2,518 908 7,454

平成 19 年 3月 31 日残高 13,122 16,650 31,931 △   11 61,692

 

 

 

評価・換算差額等 

項  目 
その他 

有価証券 

評価差額金 

繰延ヘッジ

損益 

為替換算 

調整勘定 

評価・換算

差額等合計 

少数株主持分 純資産合計

平成 18 年 3月 31 日残高 150 ― △ 370 △ 220 608 54,625

連結会計年度中の変動額    

 株式交換による変動額  ―  4,695

 剰余金の配当  ―  △ 642

 役員賞与  ―  △  68

 当期純利益  ―  3,476

 自己株式の取得  ―  △  8

 自己株式の処分  ―    0

その他資本剰余金から 

繰越利益剰余金への振替 
 ―  ―

 株主資本以外の項目の 

連結会計年度中の変動額(純額) 
△ 164 △ 40 117 △  87 208 120

連結会計年度中の変動額合計 △ 164 △ 40 117 △  87 208 7,575

平成 19 年 3月 31 日残高 △  14 △ 40 △ 253 △ 308 816 62,201
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(4)中間連結キャッシュ・フロー計算書 

 

 
（単位：百万円） 

前中間連結会計期間         

自 平成18年4月 1日
至 平成18年9月30日

 
当中間連結会計期間         

自 平成19年4月 1日
至 平成19年9月30日

 
前連結会計年度         

自 平成18年4月 1日
至 平成19年3月31日

 
期  別 

 

科  目 
金  額 金  額 金  額 

      

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ･フロー      

税金等調整前中間（当期）純利益  2,969 3,995  7,273 

減 価 償 却 費  1,075 1,042  2,203 

の れ ん 償 却 額  26 33  67 

負 の の れ ん 償 却 額  ― △ 10 △ 13 

貸 倒 引 当 金 の 増 減 額  179 97 △ 1,115 

前 払 年 金 費 用 の 増 減 額  ― 261 △ 162 

退 職給付引 当金の減 少額 △ 518 △ 589 △ 1,011 

役員退職慰労引当金の減少額 △ 69 △ 48 △ 35 

役 員賞与引 当金の増 減額  ― △ 78  78 

受 注損失引 当金の増 加額  136 299  159 

受 取利息及 び受取配 当金 △ 24 △ 24 △ 39 

支 払 利 息  33 48  74 

投 資 有 価 証 券 評 価 損  48 62  48 

投 資 有 価 証 券 売 却 益  ― △ 3 △ 63 

有 形 固 定 資 産 売 却 益  ― △ 10 △ 22 

有 形 固 定 資 産 売 却 損  ― 0  0 

固 定 資 産 除 却 損  ― 60  80 

子 会 社 事 業 整 理 損 失  ― 238  586 

売 上 債 権 の 減 少 額  23,984 14,438  1,280 

た な 卸 資 産 の 増 減 額 △ 1,744 △ 2,813  2,614 

仕 入 債 務 の 減 少 額 △ 15,434 △ 8,360 △ 1,171 

そ の 他 △ 531 △ 1,389  406 

小       計  10,129 7,247  11,238 

利 息及び配 当金の受 取額  24 24  39 

利 息 の 支 払 額 △ 30 △ 48 △ 70 

法 人 税 等 の 支 払 額 △ 2,028 △ 2,260 △ 3,307 

営業活動によるキャッシュ･フロー  8,095 4,963  7,899 
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（単位：百万円） 

前中間連結会計期間         

自 平成18年4月 1日
至 平成18年9月30日

 
当中間連結会計期間         

自 平成19年4月 1日
至 平成19年9月30日

 
前連結会計年度         

自 平成18年4月 1日
至 平成19年3月31日

 
期  別 

 

科  目 
金  額 金  額 金  額 

      

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ･フロー      

有形固定資産の取得による支出 △ 362 △ 731 △ 1,216 

有形固定資産の売却による収入  4 11  32 

無形固定資産の取得による支出 △ 636 △ 390 △ 1,149 

投資有価証券の取得による支出 △ 42 △ 10 △ 42 

投資有価証券の売却による収入  15 7  96 

投資組合分配金による収入  ― 145  54 

投資組合出資の払戻による収入  ― ―  15 

貸 付 に よ る 支 出 △ 15 △ 38 △ 55 

貸 付金の回 収による 収入  14 44  56 

そ の 他  98 △ 81  77 

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 923 △ 1,043 △ 2,129 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ･フロー      

短 期 借 入 金 の 純 増 減 額 △ 6,552 48 △ 6,521 

自己株式の取得による支出 △ 3 △ 4 △ 8 

自己株式の売却による収入  0 0  0 

配 当 金 の 支 払 額 △ 291 △ 344 △ 644 

少数株主への配当金の支払額 △ 1 △ 3 △ 1 

そ の 他 △ 184 ― △ 184 

財務活動によるキャッシュ･フロー △ 7,033 △ 303 △ 7,360 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  18 123  82 

Ⅴ 現 金及び現 金同等物 の増減 額  157 3,739 △ 1,507 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  9,903 8,602  9,903 

Ⅶ 新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額  56 ―  56 

Ⅷ 株式交換に伴う現金及び現金同等物の増加額  150 ―  150 

Ⅸ 現金及び現金同等物の中間期末(期末)残高  10,267 12,342  8,602 
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(5)中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

 
1． 連結の範囲に関する事項 

連結子会社            12社   ＮＥＣネッツエスアイ・エンジニアリング㈱ 

ＮＥＣネッツエスアイ・サービス㈱ 

㈱ネシックアセレント 

ネッツエスアイ東洋㈱ 

トーヨーアルファネット㈱ 

NESIC BRASIL S/A 

NESIC (Thailand) Ltd. 

NESIC PHILIPPINES,INC. 

P.T.NESIC BUKAKA 

耐希克（广州）有限公司 

TNSi Europe GmbH  

Networks & System Integration Saudi Arabia Co.Ltd. 

(注)1.  前連結会計年度に連結子会社であったＮＥＣテレネットワークス株式会

社は、平成19年4月1日付けで当社が吸収合併しており、当中間連結会計期

間より連結の範囲から除外しております。 

2. ネッツエスアイ東洋㈱は東洋ネットワークシステムズ㈱から平成19年7月

2日付けで商号変更したものであります。 

3. TNSi Europe GmbHはTNS Europe GmbHから平成19年8月22日付けで商号変更

したものであります。 

 

非連結子会社            1社   NESIC CHILE S.A. 

(注)連結の範囲から除いた理由 

営業規模が小さく、総資産、売上高、中間純損益（持分に見合う額）および

利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも中間連結財務諸表に重要な影

響を及ぼしていないため、連結の範囲から除外しております。 

 

2． 持分法の適用に関する事項 

持分法を適用した非連結子会社    該当なし 

持分法を適用しない非連結子会社   1社   NESIC CHILE S.A. 

(注)持分法を適用しない理由 

中間連結純損益および連結剰余金等に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体と

しても重要性がないため、持分法の適用から除外しております。 

3． 連結子会社の中間決算日等に関する事項 

連結子会社のうち、7社の中間決算日は6月30日となっております。中間連結財務諸表の作成にあたっては、同日現在

の中間財務諸表を使用し、中間連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。 

4． 会計処理基準に関する事項 

(1)重要な資産の評価基準および評価方法 

①有価証券   

 その他有価証券   

  時価のあるもの …………  中間連結決算末日の市場価格等に基づく時価法 

（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定） 

  時価のないもの …………  移動平均法による原価法 

               投資事業有限責任組合への出資については、組合契約に規定される決算報告日に

応じて入手可能な最近の決算書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方法に

よっております。 

②たな卸資産 

機器及び材料  

機 器  …………………… 移動平均法による原価法 

主材料  …………………… 移動平均法による原価法 

副材料  …………………… 総平均法による原価法 

貯蔵品  …………………… 最終仕入原価法 

仕  掛  品  …………………… 個別法による原価法 
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(2)重要な減価償却資産の減価償却の方法 

①有形固定資産 ……… 主として定率法を採用しており、一部の貸与資産ならびに一部の在外連結子会社については、

定額法を採用しております。 

（会計方針の変更） 

当中間連結会計期間より、当社および国内連結子会社は、法人税法の改正（（所得税法等

の一部を改正する法律 平成19年3月30日 法律第6号）および（法人税法施行令の一部

を改正する政令 平成19年3月30日 政令第83号））に伴い、平成19年4月1日以降に取得

したものについては、改正後の法人税法に基づく方法に変更しております。 

これに伴う営業利益、経常利益および税金等調整前中間純利益に与える影響は軽微であり

ます。 

（追加情報） 

当中間連結会計期間より、当社および国内連結子会社は、平成19年3月31日以前に取得し

たものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から5年間で均等償却する方

法によっております。 

これに伴う営業利益、経常利益および税金等調整前中間純利益に与える影響は軽微であり

ます。 

②無形固定資産 ……… 定額法 

市場販売目的のソフトウェアについては、見込有効年数（3年以内）における見込販売数量

に基づく方法、自社利用のソフトウェアについては、社内における見込利用可能期間（5年

以内）に基づく定額法によっております。 

 

(3)重要な引当金の計上基準 

①貸倒引当金  ………… 売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、主として一般債権については貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等の特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込

額を計上しております。 
②受注損失引当金 ……… 受注契約に係る将来の損失に備えるため、当中間連結会計期間末における受注契約に係る

損失見込額を計上しております。 

③退職給付引当金 ……… 従業員等の退職給付に備えるため、主として当連結会計年度末における退職給付債務およ

び年金資産の見込額に基づき、当中間連結会計期間末において発生していると認められる

額を計上しております。 

過去勤務債務の額の処理については、発生時の従業員の平均残存勤務期間による定額法に

より按分した額を費用処理しております。 

数理計算上の差異の処理については、発生時の従業員の平均残存勤務期間による定額法に

より按分した額をそれぞれ発生の翌期から費用処理しております。 

④役員退職慰労引当金 … 役員の退職慰労金の支出に備えるため、一部の連結子会社は、内規に基づく中間連結会計

期間末要支給額を計上しております。 

（追加情報） 

従来、当社は、役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を

計上しておりましたが、平成19年6月26日開催の定時株主総会において役員退職慰労

金制度の廃止に伴う打ち切り支給の件についての議案が承認されました。これにより

役員退職慰労金の打ち切り支給分については固定負債の「その他」に計上しておりま

す。 

 

(4)重要なリース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸

借取引に係る方法に準じた会計処理によっており、一部の在外連結子会社については、通常の売買取引に準じた会

計処理によっております。 

 

(5)重要なヘッジ会計の方法 

①ヘッジ会計の方法 

原則として、繰延ヘッジ処理を採用しております。 

なお、振当処理の要件を満たしている為替予約については、振当処理を採用しております。 

 

 

 

 



 
 

ＮＥＣネッツエスアイ㈱（1973） 平成 20年 3月期 中間決算短信 

－20－ 

 

 

②ヘッジ手段と対象 

 ヘッジ手段        ヘッジ対象    

為替予約      外貨建金銭債権債務 

          および外貨建予定取引 

 

③ヘッジ方針 

主として当社のリスク管理方針に基づき、為替相場変動リスクをヘッジしております。 

 

④ヘッジの有効性評価の方法 

ヘッジ手段の変動額の累計額とヘッジ対象の変動額の累計額を比較して判定しております。 

振当処理の要件を満たしている為替予約については、振当処理の要件の該当をもって有効性の判定に代えており

ます。 

  

(6)その他中間連結財務諸表作成のための重要な事項 

①消費税等の会計処理 …… 消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

②売上高の計上基準 ……… 売上高の計上は引渡し基準によっておりますが、当社でのシステムインテグレーション

事業（契約金額1億円以上）については進行基準、在外連結子会社（一部を除く）での工

事については工事進行基準により計上しております。 

 

5． 中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

手許現金、要求払預金および取得日から3か月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であり、かつ、

価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資からなっております。 

 

6． 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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(6)中間連結財務諸表に関する注記事項 

 
(中間連結貸借対照表関係          ) 

（単位：百万円） 

前中間連結会計期間末         

（平成 18 年 9 月 30 日） 

当中間連結会計期間末         

（平成 19 年 9 月 30 日） 

前連結会計年度末         

（平成 19 年 3 月 31 日） 

1．有形固定資産の減価償却累計額  

11,396 

 

1．有形固定資産の減価償却累計額  

12,109 

 

1．有形固定資産の減価償却累計額  

11,701 

 

2．保証債務 

当社従業員の住宅資金融資制度に

よる金融機関からの借入を、㈱三井

住友銀行に対し保証しております。 

              209 

2．保証債務 

当社従業員の住宅資金融資制度に

よる金融機関からの借入を、㈱三井

住友銀行に対し保証しております。 

              180 

2．保証債務 

当社従業員の住宅資金融資制度に

よる金融機関からの借入を、㈱三井

住友銀行に対し保証しております。 

              194 

 

3. 当社は、短期的な資金調達方法とし

て安定的な資金の確保を円滑に行

うため、㈱三井住友銀行等3行と貸

出コミットメントライン契約を締

結しており、総額110億円、契約期

間は平成18年1月から平成21年1月

であります。 
 
当中間連結会計期間末における貸

出コミットメントラインに係る借

入未実行残高等は次のとおりであ

ります。 
 
 貸出コミットメントの総額 

                11,000 

 借入実行残高           ― 

  差引額            11,000 

 

3. 当社は、短期的な資金調達方法とし

て安定的な資金の確保を円滑に行

うため、㈱三井住友銀行等3行と貸

出コミットメントライン契約を締

結しており、総額110億円、契約期

間は平成18年1月から平成21年1月

であります。 
 
当中間連結会計期間末における貸

出コミットメントラインに係る借

入未実行残高等は次のとおりであ

ります。 
 
 貸出コミットメントの総額 

                11,000 

 借入実行残高           ― 

  差引額            11,000 

 

3． 当社は、短期的な資金調達方法とし

て安定的な資金の確保を円滑に行

うため、㈱三井住友銀行等3行と貸

出コミットメントライン契約を締

結しており、総額110億円、契約期

間は平成18年1月から平成21年1月

であります。 

 
当連結会計年度末における貸出コ

ミットメントラインに係る借入未

実行残高等は次のとおりでありま

す。 
 
 貸出コミットメントの総額 

                11,000 

 借入実行残高           ― 

  差引額            11,000 

 

4．中間連結会計期間末日満期手形等の 

処理 

中間連結会計期間末日満期手形お

よび確定期日現金決済（手形と同条

件で手形期日に現金決済する方式）

の会計処理は、手形交換日および入

出金日をもって決済処理しており

ます。 

なお、当中間連結会計期間末日は金

融機関の休日であったため、当中間

連結会計期間末日満期手形等が当

中間連結会計期間末残高に含まれ

ております。 
 

 「受取手形及び売掛金」   647 

 「支払手形及び買掛金」    98 

 

4．中間連結会計期間末日満期手形等の 

処理 

中間連結会計期間末日満期手形の

会計処理については、手形交換日を

もって決済処理しております。 

なお、当中間連結会計期間末日は金

融機関の休日であったため、当中間

連結会計期間末日満期手形等が当

中間連結会計期間末残高に含まれ

ております。 
 

 「受取手形及び売掛金」   403 

 

4. 連結会計年度末日満期手形等の処理 

連結会計年度末日満期手形の会計

処理については、手形交換日をもっ

て決済処理しております。 

なお、当連結会計年度末日は金融機

関の休日であったため、次の連結会

計年度末日満期手形が、当連結会計

年度末残高に含まれております。 
  
 「受取手形及び売掛金」   507 
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(中間連結損益計算書関係          ) 

（単位：百万円） 

前中間連結会計期間         

自 平成18年4月 1日
至 平成18年9月30日

 

当中間連結会計期間         

自 平成19年4月 1日
至 平成19年9月30日

 

前連結会計年度         

自 平成18年4月 1日
至 平成19年3月31日

 

 
「子会社事業整理損失」はブラジルにお

ける子会社の不採算事業の撤退に伴う

損失であります。 

「子会社事業整理損失」はブラジルにお

ける子会社の不採算事業の撤退に伴う

損失であります。 

 
 

(中間連結株主資本等変動計算書関係          ) 

 
前中間連結会計期間（自 平成 18 年 4月 1日 至 平成 18 年 9月 30 日） 

 

1. 発行済株式に関する事項                                      
株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当中間連結会計期間末 

普通株式（株） 43,069,207 6,704,600 ― 49,773,807

（変動事由の概要） 
 増加数の内訳は、次のとおりであります。 
  株式交換に伴う新株発行による増加 6,704,600 株 
 
2. 自己株式に関する事項                                       

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当中間連結会計期間末 

普通株式（株） 1,115,207 2,273 1,110,902 6,578

（変動事由の概要） 
 増加数の内訳は、次のとおりであります。 
  単元未満株式の買取による増加 2,273 株 
 減少数の内訳は、次のとおりであります。 
  株式交換に伴う割当交付による減少 1,110,700 株 
  単元未満株式の買増請求による減少    202 株 
 
3. 新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 
 

4. 配当に関する事項 
(1) 配当金支払額 

決議 株式の種類 配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配当額

（円） 基準日 効力発生日 

平成 18 年 6月 29 日 

定時株主総会 
普通株式 293 7.00 平成 18 年 3月 31 日 平成 18 年 6月 30 日

 
(2) 基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間後となるもの 

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額

（百万円） 
１株当たり配当額

（円） 基準日 効力発生日 

平成18年 10月 26日 

取締役会 普通株式 利益剰余金 348 7.00 平成 18 年 9月 30 日 平成 18 年 12 月 8 日
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当中間連結会計期間（自 平成 19 年 4月 1日 至 平成 19 年 9月 30 日） 

 

1. 発行済株式に関する事項                                      
株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当中間連結会計期間末 

普通株式（株） 49,773,807 ― ― 49,773,807

 
2. 自己株式に関する事項                                       

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当中間連結会計期間末 

普通株式（株） 10,255 3,720 507 13,468

（変動事由の概要） 
 増加数の内訳は、次のとおりであります。 
  単元未満株式の買取による増加 3,720 株 
 減少数の内訳は、次のとおりであります。 
  単元未満株式の買増請求による減少 507 株 
 
3. 新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 
 

4. 配当に関する事項 
(1) 配当金支払額 

決議 株式の種類 配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配当額

（円） 基準日 効力発生日 

平成 19 年 5月 15 日 

取締役会 
普通株式 348 7.00 平成 19 年 3月 31 日 平成 19 年 6月 5日

 
(2) 基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間後となるもの 

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額

（百万円） 
１株当たり配当額

（円） 基準日 効力発生日 

平成19年 11月 14日 

取締役会 普通株式 利益剰余金 497 10.00 平成 19 年 9月 30 日 平成 19 年 12 月 4 日
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前連結会計年度（自 平成 18 年 4 月 1日 至 平成 19 年 3月 31 日） 

 

1. 発行済株式に関する事項                                      
株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式（株） 43,069,207 6,704,600 ― 49,773,807

（変動事由の概要） 
 増加数の内訳は、次のとおりであります。 

株式交換に伴う新株発行による増加 6,704,600 株 

 
2. 自己株式に関する事項                                       

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式（株） 1,115,207 6,075 1,111,027 10,255

（変動事由の概要） 
増加数の内訳は、次のとおりであります。 

単元未満株式の買取による増加  6,075 株 

減少数の内訳は、次のとおりであります。 

株式交換に伴う割当交付による減少  1,110,700 株 

単元未満株式の買増請求による減少     327 株 

 
3. 新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 
 

4. 配当に関する事項 
(1) 配当金支払額 

決議 株式の種類 配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配当額

（円） 基準日 効力発生日 

平成 18 年 6月 29 日 

定時株主総会 
普通株式 293 7.00 平成18年 3月 31日 平成18年 6月 30日

平成 18 年 10 月 26 日 

取締役会 
普通株式 348 7.00 平成18年 9月 30日 平成18年 12月 8日

 
(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額

（百万円） 
１株当たり配当額

（円） 基準日 効力発生日 

平成 19 年 5月 15 日 

取締役会 
普通株式 利益剰余金 348 7.00 平成 19 年 3月 31 日 平成 19 年 6月 5日
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(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係         ) 

（単位：百万円） 

前中間連結会計期間         

自 平成18年4月 1日
至 平成18年9月30日

 

当中間連結会計期間         

自 平成19年4月 1日
至 平成19年9月30日

 

前連結会計年度         

自 平成18年4月 1日
至 平成19年3月31日

 

「現金及び現金同等物」の中間期末残高

と中間連結貸借対照表に記載されてい

る科目の金額との関係 

「現金及び預金」 10,276 

計 10,276 

預入期間が3か月を超える 

定期預金 
△  8 

現金及び現金同等物 10,267 

 

 

 

 

 

「現金及び現金同等物」の中間期末残高

と中間連結貸借対照表に記載されてい

る科目の金額との関係 

「現金及び預金」 12,342

計 12,342

預入期間が3か月を超える 

定期預金 
－

現金及び現金同等物 12,342

 

 

1.「現金及び現金同等物」の期末残高と

連結貸借対照表に記載されている科

目の金額との関係 

「現金及び預金」 8,602

計 8,602

預入期間が3か月を超える 

定期預金 
－

現金及び現金同等物 8,602

 

2. 重要な非資金取引の内容 

当連結会計年度に、ＮＥＣテレネット

ワークス株式会社を完全子会社とす

る株式交換を行い、新株発行および自

己株式を交付したことにより、資本剰

余金および自己株式が次のとおり増

減しました。 

 

株式交換による 

資本剰余金増加額 
4,028

株式交換による 

資本剰余金減少額 

（自己株式処分差損） 

248

株式交換による 

自己株式減少額 
916
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セグメント情報 

   

1. 事業の種類別セグメント情報 

前中間連結会計期間（自 平成 18 年 4月 1 日  至 平成 18 年 9 月 30 日）                （単位：百万円） 

 ﾈｯﾄﾜー ｸｲﾝﾃｸ゙ ﾚー ｼｮﾝ･

ｻﾎ゚ ﾄーｻー ﾋ゙ ｽ事業 
通信工事事業

機器等販売

事 業
計 

消 去     

または全社     
連 結       

  受 注 高       80,476 32,759 12,527 125,763 ― 125,763

  売 上 高         

(1)外部顧客に対する売上高 73,117 30,089 11,432 114,639 ― 114,639

(2)セグメント間の 

内部売上高または振替高
― ― ― ― ― ―

計 73,117 30,089 11,432 114,639 ― 114,639

  営 業 費 用       68,452 29,014 11,226 108,694 2,934 111,628

  営 業 利 益        4,664 1,074 205 5,945 (2,934) 3,011

 

 

 

当中間連結会計期間（自 平成 19 年 4月 1 日  至 平成 19 年 9 月 30 日）                （単位：百万円） 

 ﾈｯﾄﾜー ｸｲﾝﾃｸ゙ ﾚー ｼｮﾝ･

ｻﾎ゚ ﾄーｻー ﾋ゙ ｽ事業 
通信工事事業

機器等販売

事 業
計 

消 去     

または全社     
連 結       

  受 注 高       83,428 34,459 10,283 128,170 ― 128,170

  売 上 高         

(1)外部顧客に対する売上高 75,993 30,626 10,777 117,397 ― 117,397

(2)セグメント間の 

内部売上高または振替高
― ― ― ― ― ―

計 75,993 30,626 10,777 117,397 ― 117,397

  営 業 費 用       71,524 28,672 10,436 110,633 2,533 113,167

  営 業 利 益        4,468 1,954 340 6,763 (2,533) 4,230

 

 

                            

前連結会計年度（自 平成 18 年 4 月 1日 至 平成 19 年 3月 31 日）                 （単位：百万円） 

 ﾈｯﾄﾜー ｸｲﾝﾃｸ゙ ﾚー ｼｮﾝ･

ｻﾎ゚ ﾄーｻー ﾋ゙ ｽ事業 
通信工事事業

機器等販売

事 業
計 

消 去     

または全社     
連 結       

  受 注 高       164,634 65,192 23,750 253,577 － 253,577

  売 上 高         

(1)外部顧客に対する売上高 161,473 67,085 26,082 254,641 － 254,641

(2)セグメント間の 

内部売上高または振替高
－ － － － － －

計 161,473 67,085 26,082 254,641 － 254,641

  営 業 費 用       150,508 63,946 25,941 240,397 6,394 246,792

  営 業 利 益        10,964 3,139 140 14,244 (6,394) 7,849
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2. 所在地別セグメント情報 

前中間連結会計期間（自 平成 18 年 4月 1日  至 平成 18 年 9月 30 日） 

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えているため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。 

 

当中間連結会計期間（自 平成 19 年 4月 1日  至 平成 19 年 9月 30 日） 

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えているため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。 

 

前連結会計年度（自 平成 18 年 4 月 1日 至 平成 19 年 3 月 31 日） 

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えているため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。 

 

3. 海外売上高 

前中間連結会計期間（自 平成 18 年 4月 1日  至 平成 18 年 9月 30 日） 

海外売上高が連結売上高の 10％未満であるため、記載を省略しております。 

 

当中間連結会計期間（自 平成 19 年 4月 1日  至 平成 19 年 9月 30 日）     

海外売上高が連結売上高の 10％未満であるため、記載を省略しております。 

 

前連結会計年度（自 平成 18 年 4 月 1日  至 平成 19 年 3 月 31 日） 

海外売上高が連結売上高の 10％未満であるため、記載を省略しております。 
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有価証券 

 

前中間連結会計期間末（平成 18 年 9月 30 日） 

1. その他有価証券で時価のあるもの 

（単位：百万円） 

区  分 取 得 原 価 中間連結貸借対照表計上額 差  額 

中間連結貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの 

株   式 

 

112 

 

218 
 

 

105 

計 112 218 105 

 

2. 時価評価されていない主な有価証券の内容 

                                 （単位：百万円） 

区  分 中間連結貸借対照表計上額 

その他有価証券 

(1) 非上場株式 

(2) 投資事業有限責任組合 

 

284 

341 

計  625 

（注） 当中間連結会計期間において、「その他有価証券」で時価のない株式について 48 百

万円の減損処理を行っております。なお、減損処理にあたっては、発行会社の財務

状態の悪化により、1株当たりの純資産価額が取得時に対して 50％以上下落した場

合には、株式の実質価額が著しく下落したと判断し、回復可能性が十分な証拠によ

って裏付けられる場合を除き、減損処理を行っております。 

 

 

当中間連結会計期間末（平成 19 年 9月 30 日） 

1. その他有価証券で時価のあるもの 

（単位：百万円） 

区  分 取 得 原 価 中間連結貸借対照表計上額 差  額 

中間連結貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの 

株   式 

 

119 

 

148 

 

29 

計  119 148 29 

 

2. 時価評価されていない主な有価証券の内容 

                                   （単位：百万円）   

区  分 中間連結貸借対照表計上額 

その他有価証券 

(1) 非上場株式 

(2) 投資事業有限責任組合 

 

232 

131 

計  364 

（注） 当中間連結会計期間において、「その他有価証券」で時価のない株式について 62 百

万円の減損処理を行っております。なお、減損処理にあたっては、発行会社の財務

状態の悪化により、1株当たりの純資産価額が取得時に対して 50％以上下落した場

合には、株式の実質価額が著しく下落したと判断し、回復可能性が十分な証拠によ

って裏付けられる場合を除き、減損処理を行っております。 
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前連結会計年度末（平成 19 年 3 月 31 日） 

1. その他有価証券で時価のあるもの 

（単位：百万円） 

区  分 取 得 原 価 連結貸借対照表計上額 差  額 

連結貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの

株   式 

 

112 

 

191 

 

78 

計  112 191 78 

 

2. 時価評価されていない主な有価証券の内容 

                              （単位：百万円） 

区  分 連結貸借対照表計上額 

その他有価証券 

(1) 非上場株式 

(2) 投資事業有限責任組合 

 

284 

210 

計  495 

（注）当連結会計年度において、「その他有価証券」で時価のない株式について 48 百万円

の減損処理を行っております。なお、減損処理にあたっては、発行会社の財務状態

の悪化により、1株当たりの純資産価額が取得時に対して 50％以上下落した場合に

は、株式の実質価額が著しく下落したと判断し、回復可能性が十分な証拠によって

裏付けられる場合を除き、減損処理を行っております。 
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企業結合等関係 

 
前中間連結会計期間（自 平成 18 年 4月 1日 至 平成 18 年 9月 30 日） 

 

1. 結合企業の名称およびその事業の内容、企業結合の法的形式ならびに取引の目的を含む取引の概要 
 

(1)結合企業の名称およびその事業の内容 

①結合企業の名称 

ＮＥＣテレネットワークス株式会社 

②結合企業の事業の内容 

無線・交換通信や放送映像などの機器、設備に関する保守・運用監視サービス、現地でのシス

テム調整・評価、技術支援等 

 

(2)企業結合の法的形式 

株式交換 

 

(3)取引の目的を含む取引の概要 

当社は、ネットワークインテグレーション・サポートサービス事業の更なる強化を目的として、

平成 17 年 12 月 15 日付けで、ＮＥＣテレネットワークス株式会社が当社の完全子会社となる株式

交換契約を締結し、平成 18 年 4 月 1日に株式交換を行いました。 

株式交換に際して、株式交換の日の前日における最終のＮＥＣテレネットワークス株式会社の株

主名簿に記載された株主（日本電気株式会社）に対し、その所有するＮＥＣテレネットワークス株

式会社の普通株式 1 株につき、当社の普通株式 26.051 株の割合をもって割当交付を行いました。

割当交付する株式は当社が有する自己株式のうち 1,110,700 株に加え、新規に発行する普通株式

6,704,600 株（合計 7,815,300 株）により行いました。 

 

2. 実施した会計処理の概要 

「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会 平成 15 年 10 月 31 日）に定める共通支配下の取引等

の会計処理に該当し、これに基づき株式交換に伴う会計処理を行いました。 

 

 

当中間連結会計期間（自 平成 19 年 4月 1日 至 平成 19 年 9月 30 日） 

 

 該当事項はありません。 
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前連結会計年度（自 平成 18 年 4月 1日 至 平成 19 年 3月 31 日） 

 

1. 結合企業の名称およびその事業の内容、企業結合の法的形式ならびに取引の目的を含む取引の概要 
 

(1)結合企業の名称およびその事業の内容 

①結合企業の名称 

ＮＥＣテレネットワークス株式会社 

②結合企業の事業の内容 

無線・交換通信や放送映像などの機器、設備に関する保守・運用監視サービス、現地でのシス

テム調整・評価、技術支援等 

 

(2)企業結合の法的形式 

株式交換 

 

(3)取引の目的を含む取引の概要 

当社は、ネットワークインテグレーション・サポートサービス事業の更なる強化を目的として、

平成 17 年 12 月 15 日付けで、ＮＥＣテレネットワークス株式会社が当社の完全子会社となる株式

交換契約を締結し、平成 18 年 4 月 1日に株式交換を行いました。 

株式交換に際して、株式交換の日の前日における最終のＮＥＣテレネットワークス株式会社の株

主名簿に記載された株主（日本電気株式会社）に対し、その所有するＮＥＣテレネットワークス株

式会社の普通株式 1 株につき、当社の普通株式 26.051 株の割合をもって割当交付を行いました。

割当交付する株式は当社が有する自己株式のうち 1,110,700 株に加え、新規に発行する普通株式

6,704,600 株（合計 7,815,300 株）により行いました。 

 

2. 実施した会計処理の概要 

「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会 平成 15 年 10 月 31 日）に定める共通支配下の取引等

の会計処理に該当し、これに基づき株式交換に伴う会計処理を行いました。 
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１株当たり情報 

 
前中間連結会計期間         

自 平成18年4月 1日
至 平成18年9月30日

 

当中間連結会計期間         

自 平成19年4月 1日
至 平成19年9月30日

 

前連結会計年度         

自 平成18年4月 1日
至 平成19年3月31日

 

1株当たり純資産額 

1株当たり中間純利益 

1,200.25円 

31.66円 

1株当たり純資産額 

1株当たり中間純利益 

1,273.32円

40.98円

1株当たり純資産額 

1株当たり当期純利益 

1,233.52円

70.72円

（注） 1. 潜在株式調整後 1株当たり中間(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

2. 1 株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 前中間連結会計期間末        

（平成 18 年 9 月 30 日）

当中間連結会計期間末         

（平成 19 年 9 月 30 日） 

前連結会計年度末         

（平成 19 年 3 月 31 日）

中間連結貸借対照表および連結貸借対照表

の純資産の部の合計額（百万円） 
60,446 64,209 62,201 

普通株式に係る純資産額（百万円） 59,732 63,361 61,384 

純資産の部の合計額から控除する金額 

（百万円） 
713 847 816 

少数株主持分 713 847 816 

普通株式の発行済株式数（千株） 49,773 49,773 49,773 

普通株式の自己株式数（千株） 6 13 10 

1 株当たり純資産額の算定に用いられた 

普通株式の数（千株） 
49,767 49,760 49,763 

3. 1 株当たり中間(当期)純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 前中間連結会計期間         

自 平成18年4月 1日
至 平成18年9月30日

当中間連結会計期間         

自 平成19年4月 1日
至 平成19年9月30日

 

前連結会計年度         

自 平成18年4月 1日
至 平成19年3月31日

中間連結損益計算書上の 

中間（当期）純利益（百万円） 
1,540 2,039 3,476 

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ― ― 

普通株式に係る中間（当期）純利益 

（百万円） 
1,540 2,039 3,476 

普通株式の期中平均株式数（千株） 48,652 49,761 49,165 

 

 

開示の省略 

 
リース取引、デリバティブ取引に関する注記事項については、中間決算短信における開示の必要性が大き

くないと考えられるため開示を省略しております。 
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5.中間個別財務諸表 
(1)中間貸借対照表 

（単位：百万円） 

前 中 間 会 計 期 間 末           

（平成 18 年 9 月 30 日） 

当 中 間 会 計 期 間 末           

（平成 19 年 9 月 30 日） 

前 事 業 年 度           

要 約 貸 借 対 照 表           

(平成 19 年 3月 31 日) 

         期  別 

                          

科 目     金 額    構成比   金 額    構成比    金 額    構成比   

（ 資 産 の 部 ）             ％  ％ ％

Ⅰ 流 動 資 産           84,913 75.7 107,255 81.0   99,628 78.8

 現 金 及 び 預 金            8,380 10,339  6,698

 受 取 手 形            1,648 1,734  2,074

 売 掛 金            55,775 72,460  70,573

 た な 卸 資 産            14,840 16,431  11,844

 そ の 他            5,689 6,466  8,552

 貸 倒 引 当 金            △ 1,421 △  176  △  115

  

Ⅱ 固 定 資 産           27,189 24.3 25,163 19.0 26,753 21.2

 有 形 固 定 資 産            7,174 7,797  7,211

  建 物           2,997 3,328  2,968

  そ の 他           4,176 4,469  4,242

  

 無 形 固 定 資 産            1,820 2,501  1,833

  

 投 資 そ の 他 の 資 産            18,195 14,864  17,708

  繰 延 税 金 資 産           5,245 6,149  5,115

  関 係 会 社 株 式           9,020 4,684  9,020

  そ の 他           4,050 4,158  3,694

  貸 倒 引 当 金           △  122 △  127  △  122

  

資 産 合 計           112,102 100.0 132,418 100.0 126,382 100.0

（ 負 債 の 部 ）             

Ⅰ 流 動 負 債           37,603 33.6 51,887 39.2 51,154 40.5

 支 払 手 形            1,868 1,990  1,834

 買 掛 金            24,140 35,091  37,506

 短 期 借 入 金            500 500  500

 前 受 金            4,279 2,909  2,971

 受 注 損 失 引 当 金            160 483  183

 そ の 他            6,654 10,912  8,158

  

Ⅱ 固 定 負 債           16,941 15.1 18,741 14.1 16,151 12.8

  長 期 借 入 金            5,000 5,000  5,000

 退 職 給 付 引 当 金            11,910 13,706  11,097

 役 員退職慰 労引当 金            31 －  53

  そ の 他            － 34  －

  

負 債 合 計           54,545 48.7 70,629 53.3 67,305 53.3
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（単位：百万円） 

前 中 間 会 計 期 間 末           

（平成 18 年 9 月 30 日） 

当 中 間 会 計 期 間 末           

（平成 19 年 9 月 30 日） 

前 事 業 年 度           

要 約 貸 借 対 照 表           

(平成 19 年 3月 31 日) 

         期  別 

 

科 目     
金 額    構成比   金 額    構成比    金 額    構成比   

（ 純 資 産 の 部 ）            ％ ％ ％

Ⅰ 株 主 資 本           57,564 51.3 61,779 46.7 59,128 46.7

 資 本 金            13,122 13,122  13,122

 資 本 剰 余 金            16,650 16,650  16,650

資 本 準 備 金           16,650 16,650  16,650

そ の 他 資 本 剰 余 金           － 0  －

 利 益 剰 余 金            27,797 32,022  29,366

利 益 準 備 金           546 546  546

そ の 他 利 益 剰 余 金            

固定資産圧縮積立金 1 1  1

別 途 積 立 金 23,940 23,940  23,940

繰 越 利 益 剰 余 金 3,309 7,533  4,878

 自 己 株 式            △  6 △  15  △  11

  

Ⅱ 評 価 ・ 換 算 差 額 等           △  7 △ 0.0 10 0.0 △  51 △ 0.0

その他有価証券評価差額金           67 17  △  10

 繰 延 ヘ ッ ジ 損 益            △  74 △   6  △  40

  

純 資 産 合 計           57,557 51.3 61,789 46.7 59,076 46.7

負 債 純 資 産 合 計           112,102 100.0 132,418 100.0 126,382 100.0
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(2)中間損益計算書 

  （単位：百万円） 

前中間会計期間        

自 平成 18 年 4 月  1 日 

至 平成 18 年 9 月 30 日 

当中間会計期間        

自 平成 19 年 4 月  1 日 

至 平成 19 年 9 月 30 日 

前 事 業 年 度        

要約損益計算書 
自 平成 18 年 4 月  1 日 

至 平成 19 年 3 月 31 日 

         期  別 

 

  

科 目     金 額    百分比   金 額    百分比    金 額    百分比   

            ％ ％ ％

Ⅰ 売 上 高           84,703 100.0 107,162 100.0 189,498 100.0

Ⅱ 売 上 原 価           74,271 87.7 92,504 86.3 167,159 88.2

売 上 総 利 益           10,432 12.3 14,657 13.7 22,338 11.8

Ⅲ 販売費及び一般管理費           8,600 10.1 10,238 9.6 18,322 9.7

営 業 利 益           1,831 2.2 4,419 4.1 4,016 2.1

Ⅳ 営 業 外 収 益           359 0.4 375 0.4 1,260 0.7

受 取 利 息           4 6  21

そ の 他           355 369  1,238

Ⅴ 営 業 外 費 用           294 0.4 312 0.3 539 0.3

支 払 利 息           36 35  71

そ の 他           257 277  467

経 常 利 益           1,897 2.2 4,482 4.2 4,736 2.5

Ⅵ 特 別 利 益           － － 862 0.8 － －

抱合せ株式消滅差益           － 862  －

Ⅶ 特 別 損 失           － － 337 0.3 － －

関係会社株式評価損           － 337  －

税引前中間(当期)純利益          1,897 2.2 5,008 4.7 4,736 2.5

法人税、住民税及び事業税          725 0.8 2,654 2.5 1,986 1.0

法 人 税 等 調 整 額           144 0.2 △   649 △0.6 △  194 △0.1

中 間 (当期 )純 利益           1,027 1.2 3,003 2.8 2,945 1.6
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(3)中間株主資本等変動計算書 

 

    前中間会計期間（自 平成 18 年 4 月 1日 至 平成 18 年 9 月 30 日）             （単位：百万円） 

株主資本 

資本剰余金 項  目 
資本金 

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計 

平成 18 年 3月 31 日残高 13,122 12,622 0 12,622

中間会計期間中の変動額  

株式交換による変動額 4,028 △ 248 3,779

自己株式の処分  0 0

その他資本剰余金から 

繰越利益剰余金への振替 
248 248

中間会計期間中の変動額合計 ― 4,028 △  0 4,027

平成 18 年 9月 30 日残高 13,122 16,650 ― 16,650

 

株主資本 

利益剰余金 

その他利益剰余金 項  目 

利益準備金 固定資産

圧縮積立金
別途積立金

繰越利益

剰余金 

利益剰余金

合計 

自己株式 
株主資本

合計 

平成 18 年 3月 31 日残高 546 1 23,940 2,868 27,357 △  920 52,182

中間会計期間中の変動額    

株式交換による変動額  ― 916 4,695

剰余金の配当  △ 293 △ 293  △  293

役員賞与  △  45 △  45  △   45

固定資産圧縮積立金の取崩  △ 0 0 ―  ―

中間純利益  1,027 1,027  1,027

自己株式の取得  ― △   3 △   3

自己株式の処分  ― 0 0

その他資本剰余金から 

繰越利益剰余金への振替 
 △ 248 △ 248  ―

中間会計期間中の変動額合計 ― △ 0 ― 440 440 913 5,382

平成 18 年 9月 30 日残高 546 1 23,940 3,309 27,797 △   6 57,564

 
評価・換算差額等 

項  目 その他有価証券

評価差額金 
繰延ヘッジ損益

評価・換算差額等 

合計 

純資産合計 

平成 18 年 3月 31 日残高 150 ― 150 52,332

中間会計期間中の変動額  

株式交換による変動額 ― 4,695

剰余金の配当 ― △  293

役員賞与 ― △  45

固定資産圧縮積立金の取崩 ― ―

中間純利益 ― 1,027

自己株式の取得 ― △  3

自己株式の処分 ― 0

その他資本剰余金から 

繰越利益剰余金への振替 
― ―

株主資本以外の項目の 

中間会計期間中の変動額(純額) 
△  82 △  74 △  157 △ 157

中間会計期間中の変動額合計 △  82 △  74 △  157 5,224

平成 18 年 9月 30 日残高 67 △  74 △   7 57,557
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    当中間会計期間（自 平成 19 年 4 月 1日 至 平成 19 年 9 月 30 日）             （単位：百万円） 

株主資本 

資本剰余金 項  目 
資本金 

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計 

平成 19 年 3月 31 日残高 13,122 16,650 ― 16,650

中間会計期間中の変動額  

自己株式の処分  0 0

中間会計期間中の変動額合計 ― ―   0 0

平成 19 年 9月 30 日残高 13,122 16,650 0 16,650

 
株主資本 

利益剰余金 

その他利益剰余金 項  目 

利益準備金 固定資産

圧縮積立金
別途積立金

繰越利益

剰余金 

利益剰余金

合計 

自己株式 
株主資本

合計 

平成 19 年 3月 31 日残高 546 1 23,940 4,878 29,366 △   11 59,128

中間会計期間中の変動額    

剰余金の配当  △ 348 △ 348  △ 348

中間純利益  3,003 3,003  3,003

自己株式の取得  ― △   4 △   4

自己株式の処分  ― 0 0

中間会計期間中の変動額合計 ― ― ― 2,655 2,655 △   4 2,651

平成 19 年 9月 30 日残高 546 1 23,940 7,533 32,022 △   15 61,779

 
評価・換算差額等 

項  目 その他有価証券

評価差額金 
繰延ヘッジ損益

評価・換算差額等 

合計 

純資産合計 

平成 19 年 3月 31 日残高 △  10 △  40 △  51 59,076

中間会計期間中の変動額  

剰余金の配当 ― △ 348

中間純利益 ― 3,003

自己株式の取得 ― △  4

自己株式の処分 ― 0

株主資本以外の項目の 

中間会計期間中の変動額(純額) 
27 34 61 61

中間会計期間中の変動額合計 27 34 61 2,712

平成 19 年 9月 30 日残高 17 △   6 10 61,789
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    前事業年度の株主資本等変動計算書（自 平成 18 年 4月 1日 至 平成 19 年 3月 31 日）    （単位：百万円） 

株主資本 

資本剰余金 項  目 
資本金 

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計 

平成 18 年 3月 31 日残高 13,122 12,622 0 12,622

事業年度中の変動額  

株式交換による変動額 4,028 △ 248 3,779

自己株式の処分  0 0

その他資本剰余金から 

繰越利益剰余金への振替 
248 248

事業年度中の変動額合計 ― 4,028 △  0 4,027

平成 19 年 3月 31 日残高 13,122 16,650 ― 16,650

 
株主資本 

利益剰余金 

その他利益剰余金 項  目 

利益準備金 固定資産

圧縮積立金
別途積立金

繰越利益

剰余金 

利益剰余金

合計 

自己株式 
株主資本

合計 

平成 18 年 3月 31 日残高 546 1 23,940 2,868 27,357 △  920 52,182

事業年度中の変動額    

株式交換による変動額  ― 916 4,695

剰余金の配当  △ 642 △ 642  △  642

役員賞与  △  45 △  45  △   45

固定資産圧縮積立金の取崩  △ 0 0 ―  ―

当期純利益  2,945 2,945  2,945

自己株式の取得  ― △   8 △   8

自己株式の処分  ― 0 0

その他資本剰余金から 

繰越利益剰余金への振替 
 △ 248 △ 248  ―

事業年度中の変動額合計 ― △ 0 ― 2,009 2,009 908 6,946

平成 19 年 3月 31 日残高 546 1 23,940 4,878 29,366 △   11 59,128

 
評価・換算差額等 

項  目 その他有価証券

評価差額金 
繰延ヘッジ損益

評価・換算差額等 

合計 

純資産合計 

平成 18 年 3月 31 日残高 150 ― 150 52,332

事業年度中の変動額  

株式交換による変動額 ― 4,695

剰余金の配当 ― △  642

役員賞与 ― △  45

固定資産圧縮積立金の取崩 ― ―

当期純利益 ― 2,945

自己株式の取得 ― △  8

自己株式の処分 ― 0

その他資本剰余金から 

繰越利益剰余金への振替 
― ―

株主資本以外の項目の 

事業年度中の変動額(純額) 
△  160 △  40 △  201 △ 201

事業年度中の変動額合計 △  160 △  40 △  201 6,744

平成 19 年 3月 31 日残高 △  10 △  40 △   51 59,076
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(4)中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

 

 1．資産の評価基準および評価方法 

(1)有価証券   

子会社株式 …………………………… 移動平均法による原価法 

その他有価証券  

時価のあるもの …………………… 中間決算末日の市場価格等に基づく時価法 

（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算

定） 

時価のないもの …………………… 移動平均法による原価法 

                投資事業有限責任組合への出資については、組合契約に規定される決算報告日

に応じて入手可能な最近の決算書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方

法によっております。  

(2)たな卸資産 

     機器及び材料 

           機 器  …………………… 移動平均法による原価法 

       主材料  …………………… 移動平均法による原価法 

       副材料  …………………… 総平均法による原価法 

      貯蔵品  …………………… 最終仕入原価法 

      仕 掛 品 …………………… 個別法による原価法 

 

 2．固定資産の減価償却の方法 

(1)有形固定資産 ………… 主として定率法を採用しており、一部の貸与資産については、定額法を採用しております。 

（会計方針の変更） 

当中間会計期間より、法人税法の改正（（所得税法等の一部を改正する法律 平成19年3月

30日 法律第6号）および（法人税法施行令の一部を改正する政令 平成19年3月30日 政

令第83号））に伴い、平成19年4月1日以降に取得したものについては、改正後の法人税法に

基づく方法に変更しております。 

これに伴う営業利益、経常利益および税引前中間純利益に与える影響は軽微であります。 

（追加情報） 

当中間会計期間より、平成19年3月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額ま

で償却が終了した翌年から5年間で均等償却する方法によっております。 

これに伴う営業利益、経常利益および税引前中間純利益に与える影響は軽微であります。 

 (2)無形固定資産 ………… 定額法  

市場販売目的のソフトウェアについては、見込有効年数（3年以内）における見込販売数量に

基づく方法、自社利用のソフトウェアについては、社内における見込利用可能期間（5年以内）

に基づく定額法によっております。 

 

 3．引当金の計上基準 

(1)貸倒引当金 …………… 売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸

念債権等の特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しており

ます。 

(2)受注損失引当金 ……… 受注契約に係る将来の損失に備えるため、当中間会計期間末における受注契約に係る損失見込

額を計上しております。 

(3)退職給付引当金 ……… 従業員等の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務および年金資産の見込額に基

づき、当中間会計期間末において発生していると認められる額を計上しております。 

過去勤務債務の額の処理については、発生時の従業員の平均残存勤務期間による定額法により

按分した額を費用処理しております。 

数理計算上の差異の処理については、発生時の従業員の平均残存勤務期間による定額法により

按分した額をそれぞれ発生の翌期から費用処理しております。 
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 4．リース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取

引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

 

 5．ヘッジ会計の方法 

(1)ヘッジ会計の方法 

原則として、繰延ヘッジ処理を採用しております。 

なお、振当処理の要件を満たしている為替予約については、振当処理を採用しております。 

(2)ヘッジ手段と対象 

 ヘッジ手段          ヘッジ対象    

為替予約        外貨建金銭債権債務 

            および外貨建予定取引 

(3)ヘッジ方針 

主として当社のリスク管理方針に基づき、為替相場変動リスクをヘッジしております。 

(4)ヘッジの有効性評価の方法 

ヘッジ手段の変動額の累計額とヘッジ対象の変動額の累計額を比較して判定しております。 

振当処理の要件を満たしている為替予約については、振当処理の要件の該当をもって有効性の判定に代えております。 

 

 6．その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

(1)消費税等の会計処理 …… 消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

(2)売上高の計上基準 ……… 売上高の計上は引渡し基準によっておりますが、当社でのシステムインテグレーション事業

（契約金額1億円以上）については進行基準により計上しております。 

 

 7．記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 
（追加情報） 

従来、役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しておりましたが、平成19年6月26日に

開催の定時株主総会において役員退職慰労金制度の廃止に伴う打ち切り支給の件についての議案が承認されました。こ

れにより役員退職慰労金の打ち切り支給分については固定負債の「その他」に計上しております。 
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(5)中間個別財務諸表に関する注記事項 

 

(中間貸借対照表関係         ) 

（単位：百万円） 

前 中 間 会 計 期 間 末           

（平成18年9月30日） 

当 中 間 会 計 期 間 末           

（平成19年9月30日） 

前 事 業 年 度 末           

（平成19年3月31日） 

1．  有形固定資産の減価償却累計額 

6,789 

 

2．   保証債務 

当社従業員の住宅資金融資制度に

よる金融機関からの借入を、㈱三井

住友銀行に対し保証しております。 

             209 

 

 

 

 

3.     当社は、短期的な資金調達方法とし

て安定的な資金の確保を円滑に行

うため、㈱三井住友銀行等 3 行と貸

出コミットメントライン契約を締

結しており、総額 110 億円、契約期

間は平成 18 年 1月から平成 21 年 1

月であります。 
 

当中間会計期間末における貸出コ

ミットメントラインに係る借入未

実行残高等は次のとおりでありま

す。 
 

貸出コミットメントの総額 

                 11,000 

  借入実行残高            ― 

    差引額                 11,000 

 

4.    中間会計期間末日満期手形の処理 

中間会計期間末日満期手形は、手形

交換日をもって決済処理しており

ます。 

なお、当中間会計期間末日は、金融

機関の休日であったため、当中間会

計期間末日満期手形が当中間会計

期間末残高に含まれております。 
 

 「受取手形」         486 

 

1．  有形固定資産の減価償却累計額 

9,466 

 

2．   保証債務 

(1)当社従業員の住宅資金融資制度に

よる金融機関からの借入を、㈱三

井住友銀行に対し保証しておりま

す。 

180 

(2)海外子会社の借入に係る保証債務 

       778 

 

3.     当社は、短期的な資金調達方法とし

て安定的な資金の確保を円滑に行

うため、㈱三井住友銀行等 3 行と貸

出コミットメントライン契約を締

結しており、総額 110 億円、契約期

間は平成 18 年 1月から平成 21 年 1

月であります。 
 

当中間会計期間末における貸出コ

ミットメントラインに係る借入未

実行残高等は次のとおりでありま

す。 
 

貸出コミットメントの総額 

                 11,000 

  借入実行残高            ― 

    差引額                 11,000 

 

4.    中間会計期間末日満期手形の処理 

中間会計期間末日満期手形は、手形

交換日をもって決済処理しており

ます。 

なお、当中間会計期間末日は、金融

機関の休日であったため、当中間会

計期間末日満期手形が当中間会計

期間末残高に含まれております。 
 

 「受取手形」          285 

 

1．  有形固定資産の減価償却累計額 

7,136 

 

2．   保証債務 

(1)当社従業員の住宅資金融資制度に

よる金融機関からの借入を、㈱三

井住友銀行に対し保証しておりま

す。 

194 

(2)海外子会社の借入に係る保証債務 

       592 

 

3.             当社は、短期的な資金調達方法とし

て安定的な資金の確保を円滑に行

うため、㈱三井住友銀行等 3 行と貸

出コミットメントライン契約を締

結しており、総額 110 億円、契約期

間は平成 18 年 1 月から平成 21 年 1

月であります。 
 

当事業年度末における貸出コミッ

トメントラインに係る借入未実行

残高等は次のとおりであります。 
 

貸出コミットメントの総額 

                 11,000 

  借入実行残高            ― 

    差引額                 11,000 

 

 

4．   事業年度末日満期手形の処理 

事業年度末日満期手形の会計処理

については、手形交換日をもって決

済処理しております。 

なお、当事業年度末日が金融機関の

休日であったため、次の事業年度末

日満期手形が当事業年度末残高に

含まれております。 
 
「受取手形」          333 
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(中間損益計算書関係         ) 

 

前 中 間 会 計 期 間           

自 平成18年4月 1日 

至 平成18年9月30日 

当 中 間 会 計 期 間           

自 平成19年4月 1日 

至 平成19年9月30日 

前 事 業 年 度           

自 平成18年4月 1日 

至 平成19年3月31日 

 
「抱合せ株式消滅差益」は、ＮＥＣテ

レネットワークス株式会社の吸収合

併によるものであります。 

 

 

 
(中間株主資本等変動計算書関係         ) 

 

 前中間会計期間（自 平成 18 年 4月 1 日 至 平成 18 年 9 月 30 日） 

 

 自己株式に関する事項                                                        

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当中間会計期間末 

普通株式（株） 1,115,207 2,273 1,110,902 6,578

（変動事由の概要） 

 増加数の内訳は、次のとおりであります。 

  単元未満株式の買取による増加      2,273 株 

 減少数の内訳は、次のとおりであります。 

  株式交換に伴う割当交付による減少  1,110,700 株 

  単元未満株式の買増請求による減少     202 株 

 

 

 当中間会計期間（自 平成 19 年 4月 1 日 至 平成 19 年 9 月 30 日） 

 

 自己株式に関する事項                                                        

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当中間会計期間末 

普通株式（株） 10,255 3,720 507 13,468

（変動事由の概要） 

 増加数の内訳は、次のとおりであります。 

  単元未満株式の買取による増加      3,720 株 

 減少数の内訳は、次のとおりであります。 

  単元未満株式の買増請求による減少     507 株 
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 前事業年度（自 平成 18 年 4月 1日 至 平成 19 年 3月 31 日） 

 

 自己株式に関する事項                                                        

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末 

普通株式（株） 1,115,207 6,075 1,111,027 10,255

（変動事由の概要） 

 増加数の内訳は、次のとおりであります。 

  単元未満株式の買取による増加      6,075 株 

 減少数の内訳は、次のとおりであります。 

  株式交換に伴う割当交付による減少  1,110,700 株 

  単元未満株式の買増請求による減少     327 株 

 

 

有価証券 

 
前中間会計期間末（平成 18 年 9 月 30 日） 

子会社株式で時価のあるものはありません。 
 

 

当中間会計期間末（平成 19 年 9 月 30 日） 

子会社株式で時価のあるものはありません。 
 

 

前事業年度末（平成 19年 3 月 31 日） 

子会社株式で時価のあるものはありません。 
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企業結合等関係 

 

前中間会計期間（自 平成 18 年 4月 1日 至 平成 18 年 9月 30 日） 

 

中間連結財務諸表「注記事項」（企業結合等関係）における記載内容と同一であるため記載しておりません。 
 

 

当中間会計期間（自 平成 19 年 4月 1日 至 平成 19 年 9月 30 日） 

 

1. 結合当事企業または対象となった事業の名称およびその事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の

名称、取引の目的を含む取引の概要 
(1)結合当事企業または対象となった事業の名称およびその事業の内容 

①結合企業 

名称     ＮＥＣネッツエスアイ株式会社（当社） 

事業の内容  システムインテグレーターとして、主要な事業領域であるネットワーク関連分野を

中心としたトータルシステムの企画・コンサルティング、設計、構築、保守、ネッ

トワーク運用・監視、アウトソーシングサービスの提供ならびにネットワークコミ

ュニケーション機器等の製造・販売 

 

②被結合企業 

名称     ＮＥＣテレネットワークス株式会社（当社の完全子会社） 

事業の内容  無線・交換通信や放送映像などの機器、設備に関する保守・運用監視サービス、現

地でのシステム調整・評価、技術支援等 

 

(2)企業結合の法的形式および結合後企業の名称 

当社を存続会社、ＮＥＣテレネットワークス株式会社を消滅会社とする吸収合併であり、結合後企

業の名称はＮＥＣネッツエスアイ株式会社であります。 

なお、合併による新株の発行および資本金の増加はありません。 

 

(3)取引の目的を含む取引の概要 

相互の強みである全国展開営業力、システム構築力、施工技術力、保守対応力の更なる一体化およ

び経営資源の集中と効率化による事業の拡大・強化を図るため完全子会社であるＮＥＣテレネット

ワークス株式会社を吸収合併いたしました。 

 
2. 実施した会計処理の概要 

「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会 平成 15 年 10 月 31 日）に定める共通支配下の取引等の

会計処理に該当し、これに基づき合併に伴う会計処理を行いました。 

 
 

前事業年度（自 平成 18 年 4 月 1日  至 平成 19 年 3 月 31 日） 

 
中間連結財務諸表「注記事項」（企業結合等関係）における記載内容と同一であるため記載しておりません。 
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１株当たり情報 

 
前中間会計期間         

自 平成18年4月 1日
至 平成18年9月30日

 

当中間会計期間         

自 平成19年4月 1日
至 平成19年9月30日

 

前 事 業 年 度         

自 平成18年4月 1日
至 平成19年3月31日

 

1株当たり純資産額 

1株当たり中間純利益 

1,156.53円 

21.12円 

1株当たり純資産額 

1株当たり中間純利益 

1,241.75円

60.36円

1株当たり純資産額 

1株当たり当期純利益 

1,187.15円

59.90円

（注） 1. 潜在株式調整後 1株当たり中間(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

2. 1 株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 前中間会計期間末         

（平成 18 年 9 月 30 日）

当中間会計期間末         

（平成 19 年 9 月 30 日） 

前 事 業 年 度 末         

（平成 19 年 3 月 31 日）

中間貸借対照表および貸借対照表の 

純資産の部の合計額（百万円） 
57,557 61,789 59,076 

普通株式に係る純資産額（百万円） 57,557 61,789 59,076 

純資産の部の合計額から控除する金額 

（百万円） 
― ― ― 

普通株式の発行済株式数（千株） 49,773 49,773 49,773 

普通株式の自己株式数（千株） 6 13 10 

1 株当たり純資産額の算定に用いられた 

普通株式の数（千株） 
49,767 49,760 49,763 

3. 1 株当たり中間(当期)純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 前中間会計期間         

自 平成18年4月 1日
至 平成18年9月30日

当中間会計期間         

自 平成19年4月 1日
至 平成19年9月30日

 

前 事 業 年 度         

自 平成18年4月 1日
至 平成19年3月31日

中間損益計算書上の 

中間（当期）純利益（百万円） 
1,027 3,003 2,945 

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ― ― 

普通株式に係る中間（当期）純利益 

（百万円） 
1,027 3,003 2,945 

普通株式の期中平均株式数（千株） 48,652 49,761 49,165 

 

 

 


